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９月議会市政報告
石綿の健康被害に注意ほか
健康づくり講演会 ほか
カメラリポート 
みんなの広場 
お知らせ  
健康文化都市・南国
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　日中はまだ暑さが残る中、所々
で赤い花を咲かした彼岸花が夏の
終わりを告げ、葉の色を変え実を
つける木々が秋の訪れを教えてく
れます。
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財
政
状
況   

　
市
債
発
行
を
抑
制

　
平
成
16
年
度
普
通
会
計
の
決
算

状
況
は
、
歳
入
総
額
は
対
前
年
度

比
17
億
７
千
774
万
４
千
円
、
9.1
％

の
減
と
な
り
、
歳
出
総
額
は
対
前

年
度
比
17
億
７
千
868
万
５
千
円
、

9.2
％
の
減
で
、
普
通
建
設
事
業
費

の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
決
算
規
模

は
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　
実
質
収
支
は
２
億
８
千
573
万
４

千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
街
路
事
業
の
繰
越
充
当
財
源

が
前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
少
し

た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

地
方
債
借
入
残
高
は
、
平
成
16

年
度
末
で
約
304
億
円
と
な
り
、
対

前
年
度
比
約
15
億
４
千
万
円
、
4.8

％
の
減
と
毎
年
着
実
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
起
債
制
限
比
率
は
15.9
％

か
ら
15.6
％
へ
と
0.3
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
て
お
り
、
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
市
債
発
行
の
抑
制

に
努
め
た
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

防
災
対
策      

　
参
集
・
地
震
、
津
波
情
報
伝
達

　
訓
練
を
実
施

　
７
月
23
日
に
三
重
・
和
歌
山
徳

島
・
高
知
の
４
県
80
沿
岸
市
町
村

が
参
加
し
、
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
本
市
で
は
、
管
理
職
が
参
加

9月議会月議会 市政報告市政報告9月議会月議会 市政報告市政報告

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い

制
度 

　
新
対
策
の
基
本
方
針
を
策
定

　
過
去
５
年
間
の
取
組
状
況
を
踏

ま
え
、
新
対
策
の
趣
旨
徹
底
を
図

る
た
め
、
上
倉
・
瓶
岩
地
区
で
集

落
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
、
対
象
集
落
の
代
表
者
や
関
係

機
関
の
意
見
を
も
と
に
、
集
落
協

定
の
共
通
事
項
、
集
落
相
互
間
の

連
携
、
交
付
金
の
使
用
方
法
、
生

産
性
や
収
益
性
の
向
上
、
担
い
手

の
定
着
、
生
活
環
境
の
整
備
等
に

関
す
る
目
標
に
つ
い
て
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
南
国
市
基
本
方

針
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
住
民

参
加
型
の
組
織
づ
く
り
を
推
進
し

な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を

防
ぎ
、
水
源
の
涵
養
な
ど
多
面
的

機
能
の
低
下
防
止
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
及
び

耐
震
改
修
事
業

　
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助

　
南
海
地
震
を
想
定
し
、
木
造
住

宅
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
市
民

が
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
を
行

う
場
合
の
支
援
策
と
し
て
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
、
住
宅
の

　浜田純市長は、各議案の提案理由の説明に先立ち、
「第56回全国学校給食研究協議大会において、後免野田小学校が学校
給食優良学校として、文部科学大臣表彰を受賞しました。今後も地域
に根ざした学校給食推進のリーダー校として、心豊かな児童の育成に
一層の成果を期待しています。
　７月15日施行の今般食育基本法では、食育の推進は行政の責務とし
ています。９月１日に本市は『食育のまちづくり』の推進を宣言しま
した。家庭、学校、保育所等における食育の推進、地域における食生
活改善、生産者と消費者の交流、地産地消の推進、食文化の継承など
の取組を念頭におき、施策を計画的に展開します」
と述べた後、主要な各課題について報告しました。
（内容は、あらましです）

�９月９日開会　第314回南国市議会定例会�

し
、
参
集
・
地
震
、
津
波
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
南
海

ト
ラ
フ
上
の
東
南
海
と
南
海
の
震

源
域
の
境
界
付
近
で
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
8.6
の
地
震
が
発
生
し
た
と

の
想
定
の
も
と
、
自
宅
か
ら
情
報

の
収
集
や
被
害
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
自
転
車
等
で
市
役
所
へ
参
集

す
る
ま
で
の
時
間
の
確
認
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
部
で
の
被
害
等

の
報
告
、
迅
速
な
初
動
体
制
の
確

立
に
お
け
る
問
題
点
な
ど
を
議
論

し
、
確
認
し
ま
し
た
。

倒
壊
等
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
補
助
金
交
付

要
綱
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工

事
を
行
う
場
合
に
、
参
考
と
す
る

た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
「
改
修
工

法
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
、
県
及
び
設

計
会
社
、
工
務
店
等
と
協
力
し 

、

10
月
末
を
目
途
に
作
成
す
る
よ
う

準
備
し
て
い
ま
す
。

▲震災訓練（香南中学校）
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街
路
事
業
（
高
知
南
国
線 

・

南
国
駅
前
線
）

　 

地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

　
　
　
　
　
　
理
解
を
求
め
る

　
道
路
詳
細
設
計
、
交
差
点
設
計
、

用
地
測
量
調
査
が
完
了
し
ま
し
た
。

去
る
８
月
23
日
に
は
、
第
５
回
目

と
な
る
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
ま
し
た
。
今
後
は
、
不
動
産

鑑
定
評
価
、
物
件
調
査
を
発
注
し
、

順
次
用
地
買
収
、
物
件
補
償
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

東
部
自
動
車
道
・
高
知
南
国
道

路
に
関
す
る
周
辺
対
策
事
業

    

地
元
と
の
協
議
が
整
う

　
平
成
23
年
度
中
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
い
る
東
部
自
動
車
道
・

高
知
南
国
道
路
に
関
し
て
は
、
伊

達
野
、
片
山
、
関
、
田
井
の
各
部

落
に
対
し
設
計
協
議
及
び
周
辺
対

策
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
課
題
と
な

っ
て
い
た
大
戸
川
の
改
修
問
題
が

解
決
し
、
ま
た
下
田
川
の
三
堰
は

介
護
保
険
事
業

   

介
護
保
険
改
正
法
案
が
公
布

　
　
　
　
　
　
施
行
に
向
け
準
備

　
介
護
保
険
改
正
法
が
公
布
さ
れ

施
行
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
改
正
内
容
は
、
新
し

い
予
防
給
付
の
創
設
、
サ
ー
ビ
ス

体
系
の
見
直
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
確
保
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
施
行
時
期
は
ほ
と
ん
ど
が

平
成
18
年
４
月
１
日
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
食
費
、
住
居
費
の
見
直

し
は
本
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。
介
護
保
険
３
施
設
の
食
費
と

住
居
費
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
食
費
は
保
険
給
付
外
と
な
り

ま
す
が
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
を
創
設
し
、
所
得
に
応
じ

た
定
額
の
負
担
限
度
額
を
設
け
る

な
ど
、
低
所
得
者
の
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
国
勢
調
査 

　
正
確
な
調
査
に
向
け

　
　
　
　
　
　
態
勢
を
整
え
る

　
市
域
を
340
の
調
査
区
域
に
分
け
、

調
査
員
315
名
と
指
導
員
31
名
で
実

施
す
る
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
と
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
な
ど
人
口
構
造
が
変
化
す
る
過

渡
期
に
あ
っ
て
、
本
市
に
と
り
ま

し
て
も
今
後
の
行
政
施
策
を
推
進

す
る
上
で
重
要
な
統
計
デ
ー
タ
と

な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　 

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
情

報
保
護
の
徹
底
と
調
査
員
並
び
に

指
導
員
の
安
全
確
保
に
留
意
し
、

本
調
査
業
務
を
確
実
に
完
了
さ
せ

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

9月議会 市政報告9月議会 市政報告

住
宅
関
係

　
市
営
住
宅
の
管
理
の
適
正
化

　
住
宅
使
用
料
滞
納
等
の
諸
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
債
権
回
収
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

高
額
滞
納
者
60
名
に
対
し
て
法
的

措
置
を
視
野
に
入
れ
た
対
応
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
28
名

に
つ
い
て
は
面
談
を
終
え
、
滞
納

家
賃
の
回
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

人
権
問
題

　
人
権
パ
ネ
ル
展
・

　
　
　
　
　
　
映
画
会
を
開
催

　
７
月
10
日
〜
20
日
ま
で
の
「
部

落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
」
強
調

旬
間
に
、
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で

人
権
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
、
市
内

の
幼
稚
園
児
と
小
・
中
学
生
か
ら

募
集
し
た
人
権
に
関
す
る
書
道
や

標
語
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
を
展
示

し
ま
し
た
。

 

８
月
14
日
に
は
、
夏
休
み
映
画

会
で
「
ク
イ
ー
ル
」
を
上
映
し
ま

し
た
。
小
・
中
学
生
の
親
子
を
中

心
に
、
高
知
市
な
ど
市
外
か
ら
の

参
加
者
も
含
め
、
150
名
を
超
え
る

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
盲
導
犬
な

ど
身
体
障
害
者
補
助
犬
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
愛
と

信
頼
、
そ
し
て
思
い
や
り
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ

く
り
が
で
き
ま
し
た
。

９月議会市政報告

統
合
す
る
方
向
で
協
議
が
ま
と
ま

り
、
現
在
は
設
計
協
議
の
確
認
書

及
び
周
辺
対
策
の
覚
書
の
調
印
に

向
け
て
国
、
県
と
共
に
調
整
中
で

す
。

 

ま
た
、
高
知
南
国
道
路
に
合
わ

せ
て
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る

県
道
空
港
イ
ン
タ
ー
線
に
つ
い
て

も
現
在
物
部
地
区
で
測
量
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
は
地
元
と
の
設
計

協
議
に
入
る
予
定
で
す
。
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次
の
作
業
に
従
事
し
た

方
は
健
康
診
断
を

　石綿（アスベスト）は、天然
に産する繊維状けい酸塩鉱物で
「せきめん」「いしわた」と呼ば
れています。
　以前はビルなどの建築工事に
おいて、保温断熱の目的で石綿
を吹き付ける作業が行われてい
ましたが、昭和50年に原則禁止
されました。その後も、スレー
ト材、ブレーキライニングやブ
レーキパッド、防音材、断熱材
などで使用されましたが、現在
では原則として製造などは禁止
されています。
　石綿は、そこにあること自体
が直ちに問題にはならず、飛散
や吸い込むことが問題となるた
め、さまざまな法律で予防や飛
散防止が図られています。

石綿とは？
健
康
管
理
手
帳
の
交
付

　
石
綿
（
こ
れ
を
そ
の
重
量
の
１

％
を
超
え
て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
を
含
む
）
を
製
造
、
ま
た

は
取
り
扱
う
業
務
。
次
の
よ
う
な

業
務
が
あ
り
ま
す
。

▼
石
綿
製
品
の
製
造
工
程
に
お
け

　
る
作
業

▼
石
綿
の
吹
き
付
け
作
業

▼
石
綿
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
建
築

　
物
や
石
綿
製
品
が
被
覆
材
ま
た

　
は
建
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

　
る
建
築
物
の
解
体
な
ど
の
作
業

▼
石
綿
製
品
の
切
断
な
ど
の
加
工

　
作
業

�
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
要
件

�
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
要
件

�　
　
　
　
（
石
綿
業
務
の
場
合
）

　
両
肺
野
に
石
綿
に
よ
る
不
整
形

陰
影
が
あ
る
。
ま
た
は
石
綿
に
よ

る
胸
膜
肥
厚
が
あ
る
こ
と
。

＊
石
綿
取
り
扱
い
以
外
の
業
務
で

　
は
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
要
件

　
が
異
な
り
ま
す
。

�
健
康
管
理
手
帳
と
は

�
健
康
管
理
手
帳
と
は

�　
が
ん
、
そ
の
他
の
重
度
の
健
康

障
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ

る
業
務
の
う
ち
、
一
定
の
業
務
に

従
事
し
て
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
離
職
の
際
ま
た
は
離

職
の
後
に
住
所
地
の
都
道
府
県
労

働
局
長
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

健
康
管
理
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
を
受
け

る
と
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
ま

た
は
健
康
診
断
機
関
で
、
定
め
ら

れ
た
項
目
に
よ
る
健
康
診
断
を
決

ま
っ
た
時
期
に
年
２
回
（
じ
ん
肺

の
健
康
管
理
手
帳
に
つ
い
て
は
年

１
回
）
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

�
対
象
と
な
る
業
務

�
対
象
と
な
る
業
務

�　
　
　
　
（
石
綿
業
務
の
場
合
）

石
綿
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
よ
る

　
健
康
障
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

康

石
綿
石石
綿
石
綿
石
綿
石
綿
石
綿
石
綿
石
綿綿綿
石
綿
石
綿綿綿綿
石
綿綿綿
石
綿綿綿綿
石
綿綿綿綿
石
綿綿綿綿
石
綿綿綿綿
石
綿綿綿
石
綿綿綿綿
石
綿綿綿綿
石
綿綿綿綿
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健

①
石
綿
を
含
有
す
る
鉱
石
ま
た
は

石
綿
を
含
有
す
る
鉱
石
ま
た
は

　
岩
石
の
採
掘
、
搬
出
ま
た
は
粉

　
砕
そ
の
他
石
綿
の
精
製
に
関
連

　
す
る
作
業

②
石
綿
原
料
な
ど
の
袋
詰
め
ま
た

石
綿
原
料
な
ど
の
袋
詰
め
ま
た

　
は
運
搬
作
業

③
次
の
石
綿
製
品
の
製
造
工
程
に

③
次
の
石
綿
製
品
の
製
造
工
程
に

③　
お
け
る
作
業

・
石
綿
糸
、
石
綿
布
な
ど
の
石
綿

　
紡
績
製
品

・
石
綿
セ
メ
ン
ト
ま
た
は
こ
れ
を

　
原
料
と
し
て
製
造
さ
れ
る
石
綿

　
ス
レ
ー
ト
、
石
綿
高
圧
管
、
石

　
綿
円
筒
な
ど
の
セ
メ
ン
ト
製
品

・
ボ
イ
ラ
ー
の
被
覆
、
船
舶
用
隔

　
壁
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
ガ
ス
ケ
ッ

　
ト
、
内
燃
機
関
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

　
シ
ー
リ
ン
グ
な
ど
に
も
ち
い
ら

　
れ
る
耐
熱
性
石
綿
製
品

・
自
動
車
、
捲
揚
機
な
ど
の
ブ
レ

　
ー
キ
ラ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
の
耐
摩

　
耗
性
石
綿
製
品

・
電
気
絶
縁
性
、
保
温
性
、
耐
酸

　
性
な
ど
の
性
質
を
有
す
る
石
綿

　
紙
、
石
綿
フ
ェ
ル
ト
な
ど
の
石

　
綿
製
品
。
ま
た
は
電
解
隔
膜
、

　
タ
イ
ル
、
プ
ラ
ス
タ
ー
な
ど
の

　
充
填
剤
、
塗
料
な
ど
の
石
綿
を

　
含
有
す
る
製
品

④
石
綿
の
吹
付
け
作
業

石
綿
の
吹
付
け
作
業

⑤
耐
熱
性
の
石
綿
製
品
を
用
い
て

耐
熱
性
の
石
綿
製
品
を
用
い
て

　
行
う
断
熱
も
し
く
は
保
温
の
た

　
め
の
被
覆
ま
た
は
そ
の
補
修
作

　
業

⑥
石
綿
製
品
の
切
断
な
ど
の
加
工

石
綿
製
品
の
切
断
な
ど
の
加
工

　
作
業

⑦
石
綿
製
品
が
被
覆
材
ま
た
は
建

石
綿
製
品
が
被
覆
材
ま
た
は
建

　
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
建

　
物
、
そ
の
附
属
施
設
な
ど
の
補

　
修
ま
た
は
解
体
作
業

⑧
石
綿
製
品
が
用
い
ら
れ
て
い
る

石
綿
製
品
が
用
い
ら
れ
て
い
る

　
船
舶
ま
た
は
車
両
の
補
修
ま
た

　
は
解
体
作
業

⑨
石
綿
を
不
純
物
と
し
て
含
有
す

石
綿
を
不
純
物
と
し
て
含
有
す

　
る
鉱
物
な
ど
の
取
り
扱
い
作
業

⑩
前
記

⑩
前
記

⑩

①
〜〜
⑨
の
石
綿
ま
た
は
石

の
石
綿
ま
た
は
石

　
綿
製
品
を
直
接
取
り
扱
う
作
業

　
の
周
辺
に
お
い
て
、
間
接
的
な

　
ば
く
露
を
受
け
る
可
能
性
の
あ

　
る
作
業

相
談
窓
口

�
健
康
に
関
す
る
ご
相
談
、
石
綿

健
康
に
関
す
る
ご
相
談
、
石
綿

�の
環
境
中
へ
の
飛
散
（
吹
付
け
石

綿
を
使
用
し
た
建
物
の
解
体
・
改

修
、
石
綿
を
取
り
扱
う
作
業
場
の

近
く
に
住
ん
で
い
る
な
ど
）
に
関

す
る
ご
相
談

県
健
康
増
進
課

（
�
８
２
３
・
９
６
７
５
）

８
２
３
・
９
６
７
５
）

中
央
東
福
祉
保
健
所

（
�
０
８
８
７
・
５
３
・
３
１
７
１
）

０
８
８
７
・
５
３
・
３
１
７
１
）

�
石
綿
を
含
有
し
た
建
築
材
料
に

石
綿
を
含
有
し
た
建
築
材
料
に

ご
関
す
る
ご
相
談

県
住
宅
企
画
課
（
住
宅
の
場
合
）

（
�
８
２
３
・
９
８
５
６
）

８
２
３
・
９
８
５
６
）

県
建
築
指
導
課
（
住
宅
以
外
の
場
合
）

（
�
８
２
３
・
９
８
９
１
）

８
２
３
・
９
８
９
１
）

�
石
綿
の
処
理
・
廃
棄
に
関
す
る

石
綿
の
処
理
・
廃
棄
に
関
す
る

ご
相
談

県
廃
棄
物
対
策
課

（
�
８
２
３
・
９
６
８
８
）

８
２
３
・
９
６
８
８
）

�
健
康
管
理
手
帳
・
健
康
診
断
・

健
康
管
理
手
帳
・
健
康
診
断
・

�労
災
補
償
に
関
す
る
ご
相
談

高
知
労
働
局
安
全
衛
生
課

（
�
８
８
５
・
６
０
２
３
）

８
８
５
・
６
０
２
３
）

高
知
労
働
局
労
災
補
償
課

（
�
８
８
５
・
６
０
２
５
）

８
８
５
・
６
０
２
５
）

労
働
基
準
監
督
署
（
高
知
）

（
�
８
８
５
・
６
０
３
１
）

８
８
５
・
６
０
３
１
）

※
南
国
市
立
施
設
に
関
し
て
は
、

南
国
市
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
本
部
を

設
置
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

南
国
市
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
本
部

（
生
活
環
境
課
）

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）

８
８
０
・
６
５
５
７
）
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廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
「
廃
棄

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
「
廃
棄

物
は
焼
却
設
備
を
用
い
て
焼
却
す

る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、

「
野
焼
き
」
は
原
則
的
に
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
法
で
は
、
焼
却
設
備
の

構
造
や
焼
き
方
に
つ
い
て
も
基
準

が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
基
準

に
従
っ
て
正
し
く
焼
却
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
野
焼
き
は
悪
臭
や
煙
が
発
生
し

て
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

し
か
も
焼
却
す
る
物
に
よ
っ
て
は

猛
毒
と
い
わ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
野
焼
き
や
ご
み
の
不
法
投
棄
に

は
次
の
よ
う
な
罰
則
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。

【
廃
棄
物
の
野
焼
き
】
…
３
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
、
300
万
円
以

下
の
罰
金
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
両
方
。

【
不
法
投
棄
】
…
５
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
、
１
千
万
円
以
下
の

罰
金
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
両
方
。

　
野
焼
き
で
も
次
の
場
合
の
よ
う

な
例
外
が
あ
り
ま
す
。

�
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

　
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃

　
棄
物
の
焼
却

▼
「
ど
ん
ど
焼
き
」
な
ど
地
域
行

　
事
に
お
け
る
廃
材
な
ど
の
焼
却

�
農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営
む
た

�
農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営
む
た

�　
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し

　
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

▼
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
の
焼
却

　
林
業
者
が
行
う
伐
採
し
た
枝
な

　
ど
の
焼
却
な
ど

�
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行

　
わ
れ
る
軽
微
な
廃
棄
物
の
焼
却

▼
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

　
ー
な
ど
を
行
う
際
の
廃
材
な
ど

　
の
焼
却

＊
こ
の
よ
う
な
例
外
の
場
合
で
も

　
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

　
は
、
行
政
処
分
や
指
導
の
対
象

　
と
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
環
境
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）

８
８
０
・
６
５
５
７
）

　
今
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

が
対
象
と
な
る
大
規
模
な
統
計
調

査
で
、
大
正
９
年
か
ら
５
年
ご
と

に
行
わ
れ
、
今
回
は
18
回
目
に
あ

た
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
国
勢
調
査
は
、
人
口

の
転
換
期
に
あ
る
我
が
国
の
人
口

・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

重
要
な
調
査
で
す
。
調
査
す
る
項

目
は
、
「
男
女
の
別
」
「
出
生
の

年
月
」「
就
業
状
態
」「
通
勤
・
通

学
地
」「
世
帯
員
の
数
」「
住
居
の

種
類
」
な
ど
17
項
目
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県

・
市
区
町
村
の
行
政
の
基
礎
資
料

と
し
て
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
取

り
組
み
や
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ

れ
る
ほ
か
、
人
口
分
析
、
地
理
学

・
社
会
学
・
経
済
学
な
ど

の
学
術
研
究
や

教
育
用
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

　
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る

調
査
関
係
者
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
調
査
内
容
を
統

計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
、
「
統
計
法
」
に
よ
っ
て
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
て
、
調
査
票
は
外

部
の
人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に

厳
重
に
管
理
さ
れ
ま
す
。
安
心
し

て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

10
月
上
旬
に
調
査
員
が
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
調
査
票
を
受
け
取

り
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
課
広
報
統
計
係

（
�
８
８
０

８
８
０
・
６
５
５
３
）ま
で

今今今今
、、、、、、
国
勢
調
査

国
勢
調
査査

国
勢
調
査

国
勢
調
査
をををを
行行行行行
っ
て
い
ま
す

っ
て
い
ま
す

っ
て
い
ま
す

っ
て
い
ま
す

調査票の記入はお済みですか？　間もなく調査員が受け取りに伺います。
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催し物 時　間 主 な 内 容

体脂肪コーナー

フットバランス
チェックコーナー

血液さらさら
チェックコーナー

薬の相談コーナー

介護保険相談コーナー

体力測定コーナー

国保相談コーナー

お楽しみ抽選会

健
康
診
断

10：00～12：00

10：00～13：30

10：00～12：00

15：10～

生活習慣病予防のために体脂肪量を自己測定。

体力診断システムであなたの体力を測定します。

薬剤師会香長土支部の方がご相談に応じます。

血液を採取することなく末梢の血液循環を観察できます。

足圧分布（バランス）測定。立ち方や歩き方の指導。

国保制度・老人医療制度の相談

介護保険制度の相談

抽選で景品が当たります。

※お問い合わせは、保健課国保係（�８８０ー６５５６）または保健福祉センター（�８６３ー７３７３）まで

　山本一力さんの講演を
聞いて、あなたも健康づ
くりについて考えてみま
しょう！
　同時開催行事へもぜひ
ご参加ください。

�入場料入場料／無　料／無　料 �演題演題／「一力の健康法」／「一力の健康法」 �講師講師／山本一力／山本一力さんさん

昭和23年　高知県生まれ　東京都江東区在住
昭和41年　都立世田谷工業高等学校電子科卒
平成９年「蒼龍」で第77回オール讀物新人賞受賞
平成12年　初の単行本「損料屋喜八郎始末控え」を上梓
平成14年 「あかね空」で第126回直木賞受賞
その他著書／「だいこん」「欅しぐれ」「銭売り賽蔵」
「ワシントンハイツの疾風」「峠越え」など

�
同
時
開
催
行
事

同
時
開
催
行
事

　南国市・香美郡に在住の方対象の、地
震に関する地域防災セミナーを開催しま
す。昨年来、新潟、スマトラ島、福岡に
続き、東京でも地震が頻発しています。
このセミナーで防災について学んでみま
せんか？
　地域の防災対策の最新情報と、県市町
村の行政長によるパネルディスカッショ
ンは必見です。ぜひご参加ください。

■内容
�13：30～講演会
　演題／「あなたは南海地震から生
　き残れますか？」
　講師／高知大学岡村眞教授
�15：10～パネルディスカッション
　パネリスト（予定）／岡村教授・
　南国市・香美郡の各市町村長、県防災対策担当者
■参加費／無料
■備考／申込不要。当日会場へ直接お越しください。
■主催／南国青年会議所

※お問い合わせは、南国青年会議所　田中（�０８８７ー５７ー６２００）まで

講
師
／
岡
村
眞
教
授
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「
ね
え
、
あ
の
車
、
指
示
器
も
付
け
ん
と
割

り
込
み
ゆ
う
、
絶
対
お
ば
さ
ん
が
運
転
し
ゆ

う
が
で
。
」
こ
ん
な
会
話
が
あ
な
た
の
周
り

で
も
交
わ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
日
常
の
な

ん
で
も
な
い
会
話
で
す
。
し
か
し
、
話
し
相

手
が
女
性
な
ら
、
「
ま
あ
、
失
礼
ね
。
」
と

心
の
中
で
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
血
液
型
の
性
格
診
断
も
よ
く
話
題

に
上
り
ま
す
。
Ａ
型
は
几
帳
面
、
Ｂ
型
は
マ

イ
ペ
ー
ス
、
Ｏ
型
は
お
お
ら
か
、
Ａ
Ｂ
型
は

…
等
々
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
考
え
れ
ば
、
世

の
中
の
人
間
の
性
格
が
４
つ
に
分
類
で
き
る

こ
と
自
体
お
か
し
い
で
す
よ
ね
。
「
私
は
Ａ

型
だ
か
ら
Ｂ
型
の
人
と
は
付
き
合
え
な
い
。
」

と
公
然
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
友
達
に
な

る
の
に
、
最
初
に
血
液
型
を
聞
く
人
な
ん
て
、

ま
ず
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
た
ち

は
、
同
じ
血
液
型
の
人
が
二
人
い
て
似
た
よ

う
な
性
格
な
ら
、
血
液
型
に
よ
る
性
格
診
断

は
当
た
る
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
が

ち
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
考
え
方

は
、
固
定
観
念
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
自
分
の
中
で

理
解
し
や
す
い
よ
う
に
整
理
す
る
の
に
便
利

で
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
分
か
っ
た
よ
う
な

気
に
な
っ
て
安
心
で
き
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
使
わ
れ

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

人
権
広
報
委
員
会

（
�
８
８
０
・
６
５
６
９
）

８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
言
わ
れ
た
ほ
う
は
と

て
も
嫌
な
思
い
を
し
、
知
ら
な
い
う
ち
に
相

手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
固
定
観
念
は
一
度
生
ま
れ
る
と
、
自

分
と
異
質
な
も
の
や
考
え
方
を
受
け
入
れ
る

よ
り
、
排
除
す
る
方
向
に
向
か
う
こ
と
が
多

く
、
容
易
に
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
の
で
や

っ
か
い
で
す
。

「
今
の
若
い
人
は
」
な
ど
と
、
よ
く
ひ
と
く

く
り
に
し
て
言
い
ま
す
が
、
人
間
は
一
人
ひ

と
り
違
っ
た
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
と

え
そ
れ
が
自
分
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
同
じ

こ
と
で
す
。
親
は
子
ど
も
に
対
し
て
、
と
き

に
自
分
の
考
え
を
押
し
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、

意
に
沿
わ
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
虐
待
と
は
い

か
な
い
ま
で
も
、
そ
の
個
性
を
押
さ
え
つ
け

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
が
相
対
し
て
い
る
人
の
個
性
を
尊
重

し
、
違
い
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
た
と
え
そ

れ
が
子
ど
も
で
も
、
高
齢
者
で
も
、
相
手
を

自
分
と
同
じ
一
人
の
人
間
と
し
て
認
め
る
こ

と
は
、
簡
単
な
よ
う
で
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
の
中
の
固
定
観
念
に
気
づ
い
て
、

周
り
を
見
直
す
こ
と
は
、
差
別
や
偏
見
を
な

く
す
第
一
歩
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　南国市ＰＴＡ連合会（会長／亀島雅史さん）は、
市内の小・中学校、たちばな幼稚園をあわせた18
のＰＴＡの集まりで、「ＰＴＡ設立の趣旨に則り、
単位ＰＴＡ連絡連携をはかることにより会員相互
の研修および児童生徒の福祉を増進し、教育の復
興を期すこと」を目的として、約40年活動を続け
ています。
　平成17年度の会員数は約４千人で、各ＰＴＡ会
長と校長および幹事による総会や役員会による研
修活動を行っています。また、各単位ＰＴＡの活
動とは別に４つの部（体育部・育成部・研修部・
広報部）の活動について協議し企画・運営を行う
ほか、各単位ＰＴＡの活動の悩みなどをいろいろ
と議論し、「未来の子どものために」を目標に活
動しています。

※お問い合わせは、南国市ＰＴＡ連合会事務局
（�８８０ー６５６９）まで

亀
島
会
長
コ
メ
ン
ト

　全国各地で学校内外で子どもが犠牲に
なる事件や事故が相次いでいますが、子
どもたちが安全、安心で楽しく学校生活
を送るためには、ＰＴＡだけでなく、地
域の方々と家庭の保護者の皆様が学校に
関わっていくことが必要だと思います。
　南国市に暮らす住民として、保護者と
しての立場だけでなく、「地域の先生」
としての児童や生徒への指導や、各単位
ＰＴＡ行事へのご協力をお願いします。

�
役
員
会
研
修
活
動
の
様
子

役
員
会
研
修
活
動
の
様
子

�
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９
月
号
表
紙
を
見
て
子
ど
も
が
「
お
父
さ
ん
と
行
っ
ち
ょ
っ
た
と
こ
や
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

９／１　金婚夫婦祝福式典９／１　金婚夫婦祝福式典

９／１～４　９／１～４　全国ママさんバレーボール大会全国ママさんバレーボール大会

らららママらママらママ

９／５　長寿を祝う敬老訪問９／５　長寿を祝う敬老訪問

いついついついつ

高知新聞社主催の「金婚夫婦祝福式典」が、
県内６会場で約900組が出席し行われました。
南国市では、会場のグレース浜すしに42組の金
婚ご夫婦が訪れ、人生の節目を祝い
ながら、
今まで歩んできた日々を振り返っ
ていました。

９月１日～４日にかけて、スポーツセンターで
第36回全国ママさんバレーボール大会が開催され
ました。大会には、予選大会を勝ち抜いた49のチ
ームが出場し熱戦が繰り広げられました。

また、１、２日には高円宮妃久
子様がご臨席され、開会式では祝
辞のお言葉を述べられ、親善交流
試合などを楽しまれました。

敬老の日を前に、市内の長寿の方を市
長や社会福祉協議会長らが訪問し、記念
品を渡して長寿を祝いました。
市内では、平成17年度中に100歳以上

になる方が８月末現在で28名（男3名・
女25名）ご健在で、最高齢は
104歳の池本常猪さん（篠原）
です。

�
赤
堀
潔
さ
ん

（
100
歳
・
土
佐
清
風
園
）

�
森
本
花は
な

女め

さ
ん

（
102
歳
・
岡
豊
町
蒲
原
）

�
黒
岩
美
子
さ
ん（
左
）（
102
歳
）

西
山
清
美
さ
ん（
100
歳
）

（
陽
だ
ま
り
の
里
）
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
近
所
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
散
策
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

▲８／29
高知大学医学部から倉本秋先生
を迎えて生活習慣病と予防につい
ての健康講話が開催されました。

（岡豊ふれあい館）

▲９／２
南国市中学生英語弁論大会　　　　

（保健福祉センター）

▲９／１～７
防災期間中に市内量販店で、防火防災啓
発活動の一環として「救急救命教室」、「防
災教室」が実施され、買い物に訪れた方々
が防災の大切さを学びました。

▲９／３ 岩村ふれあい祭り　　　
（岩村ふれあいセンター）

▲９／10
南国市青少年健全育成大会

（保健福祉センター）

▲８／26 寝たきり予防講習会
（稲吉公民館）

▲９／１
始業式当日、南国市震災訓練が香南中学校
で行われ、同校の生徒らが煙体験や訓練用消
火器を使った震災訓練を体験しました。
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■応募締切／平成17年10月17日�必着
■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書カードを贈呈
★第400回親子クイズの答えは、
「リユウキユウ」でした。
★応募総数／67通 ★正 解 率／100％

【第400回当選者】
澤村　美香さん（緑ヶ丘）
浜田　弘子さん（十　市）
楠瀬　真衣さん（浜改田）
高橋　史朗さん（田　村）
西田千枝子さん（駅前町）

401

オ ヤ 　 ソ ツ
イ ツ キ 　 キ
ト シ ユ 　 ヨ

ア キ ノ ソ ラ

リ ユ ウ コ ウ

400回解答

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
の
寿
司
は
子
ど
も
の
こ
ろ
は
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
を
経
る
に
つ
れ
て
好
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

QQQQ 展示・音楽・演劇で
盛り上がる「A B C D E 」

タテタテ ①石綿。
②もうすぐこの季節。
甘い物と渋い物があり
ます。
③種ができる部分は蜂の
巣に似ています。
④「トムとジェリー」のジェリーは？
⑤秋の味覚で代表の魚。
⑥下水などを流す溝。

ヨコヨコ ①共同募金といえば。
⑦気のゆるみ。油断。
⑧○○虫。○○蘭。○○鹿。
⑨教会堂などの窓ガラスに使われる○○○○
グラス。
�眠くなると重くなる。

講座・講座・講座・
教室教室教室

会話教室英会 教英会会話教会会話教会会話教室英 教英 話会会話教室会会話教室英会会話教室会会英 話教室会会会会会会会話教室英 話教室会会話教会会話教室英 話教室英 話教室英 話教室英会話教室英会話教室英会英会 室英 教英 教

■とき／11月１日�
■ところ／岡山県西栗倉村若杉原生林
＊歩行時間約２時間30分
■講師／入野高彰さん
■対象／40名　＊応募者多数の場合は抽選
■受講料／３千円
■申込締切／10月20日�必着

森林浴の森、日本百選の若杉原生林を
ハイキングしませんか？ブナ・カエデ
・ミズナラなどの紅葉の中を歩きます。

ンジョイ・ザ・生活エンジョイ・ザ・生活ンンジョイ・ザ・生ン ョイ ザ 生活エンエンンジョイ・ザ・生活ン イ ザ 生活ンジ イ ザエ ジ イ ザ 生活ジ イ ザンジ イ ザ 生活③③    ③ 魚料理魚料魚料理魚料理

■とき／10月28日� 13：30～15：30
■ところ／日章福祉交流センター
■講師／松木節子さん
■対象／18歳以上の南国市民および市内勤務者（20名）
■受講料／500円（材料費などは別途参加者負担）
■申込締切／10月18日�必着

魚はさばけますか？ついつい切り身ば
かり買ってしまうあなた。今さら恥ず
かしくて人に聞けないあなた。もう一
度みんなで挑戦しましょう。

の野山自然講座秋の 座秋 山自然秋 野山自然講秋 野山自然講座秋の野山自然講秋の野山自然講座のの野山自然講秋 然講の 然講座秋の野山自然講の野山自然講座秋 自然講座秋 野山自然講座秋のの 講秋 野山自然講秋の野山自然講秋 野山自然講座秋 野山自然講座秋 野山自然講座秋 講座秋 然秋 野秋の野山自然講の 座秋 野山自然講座秋 野山自然秋の野山自然講秋 野山自然講座秋 野山自然講秋 然秋 然秋 山秋 然秋 野山自然講座秋 野山自然講秋 山自然講座秋 自

各講座・教室のお問い合わせ、申込先・方法

　往復はがき、ＦＡＸまたはｅメールに教室・
講座名・住所・氏名・年齢・電話番号を明記
のうえ右記までお申し込みください。

■講師／小・中学校勤務のＡＬＴ４名
■対象／18歳以上の南国市民または市内勤務者

■昼の部（開講回数全８回） ■夜の部（開講回数全８回）
■とき／10月31日�～毎週月曜日
19：00～21：00
■ところ／中央公民館

今学期から先生も変わり心機一転。ＡＬＴと一緒に
楽しい午後のひとときを過ごしてみませんか？

長岡西部公民館

10月19日�～毎週水曜日15：00～16：30

10月27日�～毎週木曜日15：30～17：00
10月26日�～毎週水曜日15：00～16：30
10月26日�～毎週水曜日15：30～17：00

日章福祉交流センター

久 礼 田 公 民 館

稲生ふれあい館

と　きところ

■受講料／２千円
■申込締切／10月21日�必着

生涯学習課
〒７８３ー８５０１ 南国市大埇大 甲２３０１
�８８０ー６５６９ �８８０ー６２０１
ｅメール syougai@city.nankoku.kochi.jp

�

� �

�

�

�

��

�

Ａ

Ｂ

�
Ｄ

ＥＣ

親子クイズは、広報委員が南国市に関する
ことを毎月順番に考えています。
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　地産地消・地域の活性化を
目的に地域伝承料理の提供活
動を続けているしらゆり亭で
は、秋メニューの試食会を行
います。
　この機会に四方竹など上倉
地区ならではの食材を使った
秋の味を楽しんでみませんか。

■とき／10月12日�　12：00～
■ところ／梅星館（上倉）
■募集人員／20名（１組２人まで）
■参加費／無料
■申込方法／電話でお申し込みください。
＊申込多数の場合は抽選
■申込締切／10月７日�
■備考／当日現地へ行けない方は市役所より送迎
　します。（９名まで）

※申込先・お問い合わせは、農林課農林振興係
（�８８０ー６５５９）まで

■ところ／市民体育館
■展示部門
10月23日�～10月28日�

　10：00～16：00
　書道・洋画・墨絵・写真・
　生け花・盆石盆画・工芸・
　陶芸・川柳・絵手紙・さを
　り織りなど
＊10月24日�には絵手紙体験
　ができます。（11：00～15：00）
■舞台部門／10月30日�　10：00～16：00
　剣詩舞・詩吟・民踊・日舞・お琴・尺八・謡曲・
　三味線太鼓・コーラス・マジック・舞踊など
■お茶席／10月23日�　10：00～15：00
■バザー／10月23日�　10：00～12：00
■主催／南国市文化協会
■協賛／南国市・南国市教育委員会

※お問い合わせは、南国市文化協会事務局
（�８６４ー０６２３）まで

　
両
親
と
３
人
暮
ら
し
で
、
昨
年
か
ら
か
ざ

ぐ
る
ま
市
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
年
配
の
園
芸
・
農
業
関
係
者
と
接
す
る
機

会
が
あ
り
ま
す
が
、
知
識
の
豊
富
さ
や
技
術

に
感
心
し
ま
す
ね
。
こ
の
園
芸
・
農
業
に
秀

で
た
技
術
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
気
軽
に

農
業
体
験
で
き
る
機
会
が
増
え
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
夢
は
農
業
に
携
わ
る
こ
と
で
す
が
、
他
業

種
か
ら
一
か
ら
始
め
る
の
は
経
費
の
面
で
も

厳
し
そ
う
で
す
ね
。

　
植
林
関
係
に
も
興
味
が
あ
り
、
休
み
の
日

は
よ
く
山
に
行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
出
か

け
ら
れ
る
彼
女
を
募
集
中
で
す
。（
笑
）

井上　法子さん（大埇甲）
のりこ

かずき

　
夫
と
娘
の
３
人
家
族
で
す
。

　
専
業
主
婦
を
し
て
い
ま
す
が
、
習
い
事
が

い
っ
ぱ
い
で
忙
し
い
毎
日
で
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
良
い
姿
勢
を
保
て
る
よ

う
に
と
始
め
た
（
踊
る
）
バ
レ
ー
の
他
に
、

公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
で
体
操
や
墨
絵
な
ど
を

習
っ
て
い
ま
す
。
習
い
事
以
外
で
は
、
庭
作

り
を
兼
ね
て
観
葉
植
物
を
育
て
た
り
自
己
流

の
洋
裁
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
植
物
の
い
ろ

ん
な
緑
を
見
る
と
安
ら
ぎ
ま
す
よ
。

　
今
は
手
一
杯
で
す
が
、
い
ず
れ
は
絵
画
も

習
っ
て
、
旅
行
先
の
風
景
や
印
象
に
残
っ
た

こ
と
を
描
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

佐々木　和喜さん（大埇甲）

　
仕
事
の
合
間
に
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
佐
々

木
さ
ん
。
話
し
ぶ
り
か
ら
農
業
・
園
芸
へ
の
熱

意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
か
ら
は
想
像
で
き
な
い

ほ
ど
興
味
が
あ
る
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
む

井
上
さ
ん
。
「
来
年
は
友
人
と
北
海
道
に
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
の
お
寿
司
は
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
魚
を
入
れ
て
酢
物
に
し
た
り
エ
ビ
と
煮
た
り
も
し
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

み ん な の 広 場
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公
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
戸
数

・
市
営
小
籠
団
地
／
１
戸（
３
階
）

・
県
営
南
国
団
地
／
１
戸（
１
階
）

■
募
集
案
内
配
布
期
間

10
月
３
日
�
〜
10
月
21
日
�

■
申
込
書
受
付
期
間

10
月
19
日
�
〜
10
月
21
日
�

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

住
宅
課
住
宅
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
８
）ま
で

地
域
と
大
学
を
結
ぶ
会

岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
（
公
民
館
）

で
は
、
高
知
大
学
医
学
部
と
地
域

住
民
が
共
に
健
康
を
考
え
る
会
を

開
催
し
、
健
康
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
12
月
と
２
月
に

も
開
催
予
定
で
す
。

■
と
き
／
10
月
28
日
�

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
岡
豊
ふ
れ
あ
い
館

■
内
容
／
健
康
講
話

■
講
師

・
石
田
健
司
さ
ん
（
高
知
大
医
学

部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
助

教
授
）

・
榎
勇
人
さ
ん
（
高
知
大
医
学
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
理
学

療
法
士
）

■
参
加
費
／
無
料

■
備
考
／
申
込
は
不
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課

岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
担
当

（
�
８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で

高
知
矯
正
展

矯
正
施
設
に
お
け
る
被
収
容
者

の
生
活
を
紹
介
し
、
非
行
少
年
や

犯
罪
者
の
社
会
復
帰
に
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
く
た
め
、
矯
正
展

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
11
月
６
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
高
知
刑
務
所
（
高
知

市
布
師
田
３
６
０
４
・
１
）

■
内
容

・
矯
正
施
設
の
資
料
コ
ー
ナ
ー

・
性
格
検
査
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
刑
務
所

（
�
８
６
６
・
５
４
５
４
）ま
で

無
料
調
停
相
談
会

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
を
、

手
軽
に
早
く
安
く
解
決
で
き
る
調

停
制
度
を
利
用
す
る
方
法
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
28
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

高
知
電
気
ビ
ル
８
階
大
ホ
ー
ル

高
知
市
本
町
４
・
１
・
16

■
相
談
担
当
／
高
知
地
方
・
家
庭

裁
判
所
の
調
停
委
員

■
主
催
／
高
知
地
区
調
停
協
会

■
後
援
／
高
知
地
方
裁
判
所
・
高

知
家
庭
裁
判
所

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
地
区
調
停
協
会

（
�
８
２
２
・
０
３
４
０
　
内
線

１
３
３
）ま
で

「
本
」
と
「
お
は
な
し
」
で

地
域
を
結
ぶ
フ
ォ
ー
ラ
ム

良
い
本
と
の
出
会
い
は
、
人
の

心
を
豊
か
に
し
、
人
生
を
よ
り
楽

し
む
力
を
育
て
て
く
れ
ま
す
。

「
本
」
や
「
お
は
な
し
」
に
関

わ
る
活
動
を
し
て
い
る
仲
間
の
輪

を
広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換

を
図
る
た
め
、「『
本
』
と
『
お
は

な
し
』
で
地
域
を
結
ぶ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
29
日
�

午
後
零
時
40
分
〜
４
時
20
分

■
と
こ
ろ

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

野
市
町
西
野
534
・
１

■
内
容

・
基
調
講
演
「
絵
本
が
育
む
心
」

講
師
／
岩
城
敏
之
さ
ん
（
日
本

子
ど
も
の
発
達
研
究
所
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
お
や
じ
の
子
育
て
、
ぼ
ち
ぼ

ち
い
こ
か
」

な
ど

■
主
催
／
高
知
「
本
」
と
「
お
は

な
し
」
ネ
ッ
ト
・
の
い
ち
子
ど

も
図
書
館
ク
ラ
ブ

※
お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
東
福
祉
保
健
所
健
康
課

（
�
０
８
８
７
・
５
３
・
０
２
９
４
）

ま
で

だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
さ
わ
や
か
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

澤本　英世（里改田）

「甘い誘いには注意しよう…」

2005  OCTOBER
10
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マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
し
よ
う
！

10
月
・
11
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
中
、
買
い
物
か
ご
や
買
い
物

袋
を
持
参
し
、
参
加
店
で
レ
ジ
袋

を
断
る
と
ス
タ
ン
プ
１
個
が
も
ら

え
、
15
個
集
め
る
と
景
品
（
合
計

１
千
本
）
が
当
た
る
抽
選
に
参
加

で
き
ま
す
。

身
近
な
生
活
で
簡
単
に
で
き
る

マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
が
、
ご
み
の

減
量
や
資
源
の
節
約
に
つ
な
が
り

ま
す
。
レ
ジ
袋
使
用
削
減
に
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店

サ
ニ
ー
マ
ー
ト
サ
ニ
ー
ア
ク
シ

ス
南
国
店
、マ
ル
ナ
カ
南
国
店
、

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
カ
ル
デ
ィ
ア
、

サ
ン
プ
ラ
ザ
新
鮮
館
緑
ヶ
丘
、

ナ
ン
コ
ク
ス
ー
パ
ー
中
町
店
、

ナ
ン
コ
ク
ス
ー
パ
ー
パ
ス
テ
店
　

県
庁
生
協
香
土
長
支
部
、
県
庁

生
協
農
技
セ
ン
タ
ー
支
部
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
マ
ル
ニ
南
国
店

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
県
県
民
生
活
課

（
�
８
２
３
・
９
６
５
３
）ま
で

平
成
17
年
度
成
人
式

平
成
17
年
度
成
人
式
は
「
成
人

の
日
」（
平
成
18
年
１
月
９
日
�
）

で
は
な
く
、
平
成
18
年
１
月
３
日

�
に
行
い
ま
す
。

２
階
席
は
一
般
開
放
し
ま
す
の

で
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
平
成
18
年
１
月
３
日
�

■
と
こ
ろ
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
昭

和
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

＊
新
成
人
の
方
に
は
11
月
中
に
通

知
し
ま
す
。

＊
南
国
市
出
身
で
、
勉
学
な
ど
の

た
め
に
市
外
へ
転
出
し
て
住
民

登
録
が
な
い
方
も
出
席
で
き
ま

す
。
希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
市
外
の
方
も
式
典
へ

の
出
席
は
で
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課

（
�
８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で

行
政
相
談
週
間

10
月
17
日
�
〜
10
月
23
日
�

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所

の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
役
所
の
説
明

や
対
応
に
納
得
が
い
か
な
い
、
ど

こ
に
相
談
し
て
い
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
そ
の
よ
う
な
と
き
は
行
政

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
「
行
政
相
談
週
間
」

を
設
け
、
各
種
の
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

南
国
市
で
も
「
一
日
行
政
相
談

所
」（
無
料
・
秘
密
厳
守
）
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
10
月
20
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員
／
行
政
相
談
委
員
（
足

利
多
美
・
山
岡
幹
雄
）

訪
問
介
護
員
（
２
級
課
程
）

養
成
講
座

■
受
講
期
間
／
11
月
初
旬
〜
平
成

18
年
８
月
初
旬
（
予
定
）

■
受
講
時
間

平
日
＝
午
後
６
時
〜
９
時

土
・
日
＝
主
に
昼
間
の
講
習

■
受
講
条
件

全
日
程
終
了
で
き
る
方

■
定
員
／
35
名

■
受
講
料
／
２
万
円

■
申
込
期
間

10
月
３
日
�
〜
10
月
14
日
�

＊
土
・
日
を
除
く
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
ま
で

■
主
催
／
社
会
福
祉
法
人
　
ふ
る

さ
と
自
然
村

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

介
護
老
人
福
祉
施
設
陽
だ
ま
り
の
里

（
�
８
６
６
・
０
８
８
８
）ま
で

高
齢
者
対
象
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
病
・
重
症
化
、
蔓
延
防
止
の
た

め
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
／
市
に
住
民
票
を
有
し
、

次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
接
種

希
望
者
（
本
人
の
接
種
希
望
の

意
思
確
認
が
で
き
る
こ
と
）

①
満
65
歳
以
上
の
方

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
に
重
い
病

気
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
相
当
の
方
）

■
と
き

10
月
１
日
�
〜
12
月
31
日
�

＊
期
間
中
に
１
回
皮
下
接
種
を
行

い
ま
す
。

■
と
こ
ろ
／
県
内
の
希
望
医
療
機
関

＊
接
種
日
時
な
ど
は
医
療
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
接
種
料
金
／
１
千
円

＊
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
無
料

で
す
の
で
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
証
明
書
の
発
行
手
続
き
を

受
け
て
く
だ
さ
い
（
代
理
人
の

申
請
も
受
け
付
け
ま
す
）。

■
備
考
／
本
人
確
認
の
た
め
、
健

康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確

認
で
き
る
も
の
を
医
療
機
関
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
�
８
６
３
・
７
３
７
３
）ま
で

第
45
回
南
国
市
美
術
展
覧
会

「
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
部
」

作
品
搬
入
場
所
の
変
更

広
報
な
ん
こ
く
９
月
号
で
、
幼

児
の
部
（
全
部
門
）、
児
童
・
生

徒
の
部
（
絵
画
、
版
画
、
デ
ザ
イ

ン
、
書
写
）
の
搬
入
場
所
を
大
篠

公
民
館
と
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し

た
が
、
同
公
民
館
が
ア
ス
ベ
ス
ト

検
査
の
実
施
に
伴
い
使
用
で
き
な

く
な
る
た
め
次
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
。

■
変
更
後
搬
入
場
所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

10
月
31
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
お
問
い
合
わ
せ
は

学
校
教
育
課

（
�
８
８
０
・
６
５
６
８
）ま
で

９
月
に
入
り
学
校
が
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
暑
く
て
も
子
ど
も
は
元
気
。
あ
の
パ
ワ
ー
を
わ
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION
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市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
住
民
異
動
届
の

審
査
時
に
お
け
る
本
人
確
認
〜

住
民
基
本
台
帳
事
務
処
理
要
領

の
改
正
に
伴
い
、
10
月
１
日
か
ら

の
住
民
異
動
届
に
つ
い
て
は
、
窓

口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
第
三
者
に
よ
る
本
人

に
な
り
す
ま
し
た
転
入
届
・
転
出

届
な
ど
を
防
止
す
る
こ
と
、ま
た
、

住
民
基
本
台
帳
の
正
確
な
記
録
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

住
民
異
動
届
を
さ
れ
る
方
は
、

本
人
確
認
書
類
と
し
て
、
次
の
も

の
を
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
本
人
確
認
書
類

①
顔
写
真
付
き
の
公
的
機
関
が
発

行
し
た
証
明
書
…
免
許
証
・
パ

ス
ポ
ー
ト
・
住
基
カ
ー
ド
・
許

可
証
も
し
く
は
資
格
証
明
な
ど

②
①
の
証
明
書
が
な
い
場
合
…
健

康
保
険
証
・
老
人
手
帳
・
年
金

手
帳
（
年
金
証
書
）
・
預
金
通

帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
民

間
会
社
の
社
員
証
な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
は

市
民
課
市
民
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
５
）ま
で

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

浄
化
槽
法
が
昭
和
60
年
10
月
１

日
に
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
10
月
１
日
が
浄
化
槽
の

日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

快
適
な
住
環
境
づ
く
り
を
担
う

浄
化
槽
で
す
が
、
保
守
点
検
と
清

掃
を
し
な
い
と
、
に
お
い
の
発
生

や
放
流
水
質
の
悪
化
な
ど
、
周
辺

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
浄
化
槽
が
正
し
く
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

た
め
、
年
に
１
回
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
快
適
な
住
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
も
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維

持
管
理
と
定
期
的
な
法
定
検
査
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

訪
問
販
売
に
よ
る
悪
質
リ

フ
ォ
ー
ム
に
ご
注
意
を
！

「
床
下
を
無
料
で
点
検
し
ま
す
」

「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
！
今
な
ら
格

安
で
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
し
ま
す
」

こ
ん
な
訪
問
を
受
け
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
説
明
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
本
当
に
必
要
か
ど

う
か
を
信
頼
の
お
け
る
専
門
家
な

ど
に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
と
き

は
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件

で
契
約
解
除
が
で
き
る
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
し
ま
っ
た
！
」
と
あ
き
ら
め

ず
に
書
面
で
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

商
工
水
産
課

（
�
８
８
０
・
６
５
６
０
）

ま
た
は
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
�
８
２
４
・
０
９
９
９
）ま
で

児
童
虐
待
な
ど
の
相
談

市
で
は
、
児
童
虐
待
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
に
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
お

い
て
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
、
児
童
虐
待
や
不
登
校
・
少

年
非
行
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

「
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
の
寿
司
」
と
は
ど
ん
な
物
で
す
か
？
「
チ
サ
ン
チ
シ
ョ
ウ
」
の
意
味
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

日 曜 場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

（８月分）

図書館だより

5

6

7

12

13

14

18

19

火

金

水

猪野吉保商店前
10:20～10:40

王子権現神社北側
10:45～11:05

蒲原県営住宅
10:20～10:50

医学部蒲原宿舎
10:55～11:15

定林寺公民館
11:20～11:40

鳶ヶ池中学校
13:10～13:25

里保育所
10:20～10:40

十市保育園
10:30～11:00

中澤建材店前
10:50～11:10

稲生保育所
14:20～14:40

かりやストア前
14:45～15:05

稲生小学校
12:50～13:30

白山荘
13:40～14:10

久礼田小学校
12:50～13:35

後免野田保育園
10:20～10:40

吾岡保育園
10:30～10:50

市農協野田支所
10:50～11:10

岩村ふれあいセンター
11:15～11:35

あけぼの保育所
10:20～10:40

大湊保育所
10:50～11:10

市農協前浜支所
11:15～11:35

三和小学校
12:50～13:40

南部営農センター
13:50～14:05

浜改田公民館
14:10～14:40

大湊小学校
14:50～15:20

浜窪市営住宅
15:30～15:50

高知高専宿舎
11:10～11:30

南海学園
11:00～11:20

香長中学校
13:00～13:20

香南中学校
13:05～13:25

白銀荘
14:05～14:25

おおしの保育園
14:35～15:05

日章小学校
13:10～13:40

長岡小学校
13:00～13:40

長岡農協
14:00～14:20

南陣山公民館
14:30～14:50

長岡西部保育所
10:20～10:40

明見保育所
10:15～10:35

星神社前
10:40～11:00

ケアハウスたんぽぽ
14:30～15:00

ひまわり幼稚園
15:10～15:30

医学部中島宿舎
15:35～15:55

北陵中学校
16:10～16:30

国府小学校
13:00～13:30

岡豊保育所
11:00～11:20

市農協国府支所
10:20～10:40

白木谷公民館
13:50～14:20

国府保育所
10:45～11:05

久礼田保育所
10:25～10:45

久礼田西公民館
10:50～11:10

後免野田小学校
12:50～13:35

立田消防屯所南側
13:35～14:00

大篠小学校
15:25～16:25

植野公民館
14:10～14:30

10／4

木

水

木

木

火

水

金

金

25

20

21

第２希望の家
10:00～10:15

土佐厚生会国府寮
15:30～16:00

たちばな幼稚園
14:00～14:20

奈路小学校
14:45～15:20

奈路公民館
15:30～15:50

札場バス停前
10:20～10:40

丸十園芸組合前
10:45～11:05

阿戸公民館
11:10～11:30

十市小学校
12:50～13:50

緑ヶ丘２丁目
13:50～14:10

県住十市団地
14:15～14:55

あとむ幼稚園
15:00～15:20

火
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恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の

皆
さ
ま
へ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
で
は
、
旧
軍
人
等
で
恩

給
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
恩
給
欠

格
者
の
方
（
該
当
者
の
遺
族
の
方

を
含
む
）、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以

外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら

れ
た
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
書
類
は
福
祉
事
務
所
社
会

係
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金

（
�
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３
）

ま
で乳

幼
児
医
療
費
受
給
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
を
受
け

て
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
際

に
、
窓
口
で
提
示
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者

証
が
、
平
成
平
成
17
年
10
月
１
日

か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

申
請
書
を
提
出
さ
れ
た
方
に
は

新
し
い
受
給
者
証
を
９
月
末
に
発

送
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
受
給
者
証

は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

申
請
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
早
急
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
給
付
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

母
子
及
び
父
子
家
庭
医
療

費
助
成
制
度
改
正
の
お
知

ら
せ

母
子
及
び
父
子
家
庭
医
療
費
助

成
制
度
で
は
、
入
院
時
食
事
療
養

費
が
平
成
17
年
10
月
診
療
分
か
ら

助
成
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
お
持
ち
の
受
給

者
証
は
そ
の
ま
ま
有
効
期
限
ま
で

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
高

知
県
最
低
賃
金
」
を
10
月
１
日
か

ら
改
正
施
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
労
働
者
に
支

払
う
賃
金
は
、
高
知
県
最
低
賃
金

以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

■
高
知
県
最
低
賃
金

・
現
行
／
時
間
額
611
円

・
改
正
後
／
時
間
額
613
円

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
労
働
局
賃
金
室

（
�
８
８
５
・
６
０
２
４
）ま
で

平
成
16
年
度
地
籍
調
査(

領

石
地
区)

の
地
籍
図
・
地
籍

簿(

案)

の
閲
覧
に
つ
い
て

■
閲
覧
期
間

10
月
８
日
�
〜
27
日
�

■
閲
覧
場
所
・
日
時

▼
土
地
対
策
課
（
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
）

10
月
11
日
�
〜
27
日
�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

＊
平
日
の
み
。

▼
領
石
公
民
館
／
10
月
８
日
�
〜

10
日
�
、
22
日
�
・
23
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
備
考
／
閲
覧
名
簿
へ
の
署
名
、

押
印
が
必
要
で
す
。
印
鑑
（
認

印
可
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

土
地
対
策
課

（
�
８
８
０
・
６
５
６
４
）ま
で

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
の
寿
司
は
、
塩
も
み
し
て
味
付
け
し
た
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
（
里
芋
の
茎
）
を
使
い
握
り
寿
司
に
し
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

おお
便便
りり
のの
回回
答答

INFORMATIONINFORMATION

■とき／10月20日�
　　　    10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　    10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（�８６３ー４４４４）に
　予約してください。

■とき／10月４日�・11月１日�
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　　 生活環境課環境係
 　　 （�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

国保税(３期分)・市県民税(３期分)
人権・行政相談

無料法律相談

人身事故件数 死者 負傷者
   17年８月
   17年1月～8月

  45件
255件

１人 60人
２人 333人

　　《火災》
発生件数　 ３件

建物　　　   １件
山林　　　   ０件
その他　  　 ２件
被害額　196,000円

《救急》
出動回数　 194回
急病　  　    104回
交通事故　    24回
一般事故　　31回
その他　　　35回

（８月分）（８月分）

10月の納税は 図書館だより図書館だより

抱き桜　　　　　  山本音也
炎(ひ)と氷　　　     新堂冬樹
天使のナイフ　   　    薬丸岳
サウスバンド　       奥田英朗
よみからかす　       飯田治代
おじさん入門　   夏目房之介
ヒカルの碁　　   ほったゆみ
ふだん着の絵手紙  　 福間明子
はじめて知る糖尿病
　　　　　　　　 鈴木吉彦
あの世の妻へのラブレター
　　　　　　　 　　永六輔
アーサーとマルタザールの逆襲
　　　　　 リュック・ベッソン

ほか

口座振替をご利用の方は、納期限前に口
座残金をご確認ください。尚、口座振替
済通知書は今年度より送付しませんので、
通帳記入でご確認ください。翌年１月中
旬に１年分の納付済通知書を送付します。
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墓
地
に
関
す
る
相
談

〜
お
墓
を
つ
く
る
に
は
福
祉
保

健
所
の
許
可
が
必
要
で
す
〜

墓
地
を
つ
く
る
と
き
に
は
、
自

分
の
所
有
地
に
自
分
の
お
墓
を
つ

く
る
と
き
も
含
め
、
事
前
に
福
祉

保
健
所
長
の
許
可
を
受
け
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
民
間
企
業
や
個
人
が
造

成
し
た
無
許
可
の
分
譲
墓
地
を
購

入
し
た
場
合
は
、
墓
地
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
無

許
可
の
分
譲
墓
地
を
買
わ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

墓
地
に
は
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が

あ
り
ま
す
。
墓
地
を
つ
く
る
と
き

や
、
購
入
す
る
と
き
は
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
福
祉
保
健
所

（
�
０
８
８
７
・
５
２
・
０
０
０
４
）

ま
た
は
生
活
環
境
課
環
境
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

業
務
用
ご
み
袋
の
使
用

〜
事
業
所
の
方
へ
〜

南
国
市
で
は
条
例
に
よ
り
、
事

業
所
自
ら
処
分
で
き
な
い
一
般
廃

棄
物
は
、
市
の
指
定
の
業
務
用
ご

み
袋
を
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
だ
家
庭
用
ご
み
袋
で
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
る

事
業
者
の
方
は
業
務
用
ご
み
袋
を

購
入
し
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

指
定
ご
み
袋
代
金
は
ご
み
袋
代

で
は
な
く
、
ご
み
処
理
手
数
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
業
務
用
ご
み
袋
の
種
類
・
価
格

▼
業
務
用
ご
み
袋(

大)

80
円
／
枚

ご
み
収
集
許
可
業
者
と
契
約
し

て
取
り
に
来
て
も
ら
う
ご
み
袋

▼
業
務
用
ご
み
袋(

小)

60
円
／
枚

可
燃
ご
み
収
集
日
に
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
、
１
回
に
つ
き
２

袋
ま
で
な
ら
出
す
こ
と
が
で
き

る
ご
み
袋

＊
業
務
用
ご
み
袋
は
生
活
環
境
課

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
量
販
店

で
は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
環
境
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

チ
サ
ン
チ
シ
ョ
ウ
（
地
産
地
消
）
は
、
地
元
で
生
産
し
た
安
全
・
安
心
の
食
材
を
、
地
元
で
消
費
す
る
活
動
の
こ
と
で
す
。

おお
便便
りり
のの
回回
答答

INFORMATIONINFORMATION

※お問い合わせは
　市民課年金係（�８８０－６５５５）
　南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）

　国民年金保険料の免除・若年者納付猶予制度・
学生納付特例制度の承認を受けた期間は、年金
の受給資格期間に算入されますが、老齢基礎年
金の金額を計算するときには、減額または反映
されないこととなっています。
　10年以内であればさかのぼって納付すること
（追納）ができますので、将来受け取る年金額
を満額に近づけるためにも、余裕ができたとき
に追納することをお勧めします。
　なお、承認を受けた年度の翌々年度を超えて
追納する場合には、当時の保険料に一定の加算
額がかかりますのでご注意ください。追納を希
望される方は、南国社会保険事務所へご連絡く
ださい。

　60歳未満の方で、退職等により勤務先の厚生
年金や共済組合等を脱退された場合は、国民年
金への加入手続きが必要です。この加入手続き
をされていない方に対しては、社会保険事務所
から手続きを通知（勧奨状を送付）しています
が、この通知によっても加入手続きがされない
場合は、社会保険事務所で自動的に加入手続き
を取り、ご本人宛に国民年金保険料の納付書を
送付させていただくこととなりました。

　現況届は、引き続き年金を受ける権利を確認
するために、毎年１回誕生月に提出していただ
くものです（年金を受け始めて最初の誕生月に
は提出する必要はありません）。現況届は誕生
月の初めに送付されますので、その月の末日ま
でに必ず社会保険業務センターに提出してくだ
さい。期限を過ぎた場合は年金の支払い差し止
めとなり、支払い再開まで提出から１～２カ月
程度かかりますのでご注意ください。なお、必
要事項の記入漏れの有無も確認してください。

休日、時間外の年金相談のお知らせ（休日、時間外の年金相談のお知らせ（1010月）月）休日、時間外の年金相談のお知らせ（10月）

◎年金相談の受付時間を延長
　10月11日�は、県下４つの社会保険事務所
で、年金相談を19：00まで延長して行います。
◎第２土曜日は年金相談日
　10月８日�は、県下４つの社会保険事務所
で９：30～16：00まで年金相談を行います。
お気軽にご利用ください
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片山、里改田

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

 日 曜

奈路、亀岩、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷、白木谷、八京
十市（北部）、緑ケ丘、岩村
稲生
久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、久枝（開田）
国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎(西部)

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎(西部)

後免町、野田
立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠住宅
東崎(東部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田、天行寺、成合

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

10／1

7
6
5

4
3

8

13

11
10

12

14

18

15
17

20

19

22

25

21

28
27
26

24

火

月

木
水
火

月
土

金

木
水

土

木

火

土
月

土

浜改田

祈年（たちばな改良住宅を除く）、東崎（東部）、駅前町

奈路、亀岩、領石、植野、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷
久礼田、植田

国分、比江、左右山、岩村
十市（北部）、緑ケ丘
８区(たちばな改良住宅・小籠住宅を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）、天行寺

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川、東崎(西部)
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生
下咥内、物部、久枝（開田）
篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜

10／1

6

5

4
3

2

7

12
11
10
8

13
14
15
17

19

18

22

21

20

28

26
25
24

月

月
土

土
金
木

火

土

金

火

水

火

土

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

十市（南部）、天行寺、成合

11／1

4
3
2

金

木

田村

水
火

金

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎(西部)

領石、植野、久礼田、植田

金

木

11／1

木

水

金
木

水

水

片山、里改田、浜改田、天行寺
水

火
月

水

金

立田

片山、里改田
浜改田
久枝（開田を除く）、下島、前浜
立田

水
火

金
木

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

火

月

日 曜  地　　　　区地　　　区

10月３日・17日
（第１・３月曜日）

10月４日・18日
（第１・３火曜日）

10月５日・19日
（第１・３水曜日）

10月10日・24日
（第２・４月曜日）

10月11日・25日
（第２・４火曜日）

10月12日・26日
（第２・４水曜日）

11月１日・15日
（第１・３火曜日）

10月６日・20日
（第１・３木曜日）
10月７日・21日
（第１・３金曜日）

10月１日・15日
（第１・３土曜日）

10月13日・27日
（第２・４木曜日）

10月14日・28日
（第２・４金曜日）

10月８日・22日
（第２・４土曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、

11月３日・17日
（第１・３木曜日）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、

山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、
山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、

下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、

10月３日・17日
（第１・３月曜日）天行寺

西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、
西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

月

※お問い合わせは、
　生活環境課環境係（�８８０－６５５７）まで

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

＊肥料やお米の袋などで中身の確認ができない袋は危険なため
　回収できません。透明または半透明の袋を使用してください。

�可燃物・プラスチック容器包装類・ペットボトル・ビ
　ンは指定袋で出してください。
＊指定ごみ袋代金はごみ処理手数料です。指定袋に入っ
　ていない上記のごみは収集しません。

■次の点を必ず守ってごみを出してください。

�指定日の午前５時～８時までに出してください。
�お住まいの地区のごみステーションに出してください。
＊地区外のごみステーションには出さないでください。



■とき／11月10日�　■ところ／保健福祉センター　
■受付時間／８：30、９：30
■対象／40歳以上の市民　■検診料／900円

■とき／11月18日�　■ところ／保健福祉センター　
■受付時間／８：45、９：45、13：15、14：15
■対象／40歳以上の女性　■検診料／1,000円
＊今年度より偶数・奇数年齢を問いません。
＊２年に１回の検診間隔のため、平成18年度は
　乳がん検診を実施しませんので、平成17年度
　中に受診してください。
＊ペースメーカー着用の方は撮影技師と相談に
　なります。妊娠中、授乳中、豊胸手術を行っ
　ている方はご遠慮ください。

※70歳以上、生活保護世帯・非課税世帯の方、障
　害者手帳（身体・精神）・療育手帳をお持ちの
　方、記念総合健診対象の方は無料です。検診申
　込時または受付時に申し出てください。
※胃・前立腺・乳がん検診（マンモグラフィ）を

　希望される方は、２週間前までに電話でお申し
　込みください。
※胃がん検診では、バリウムが誤って気管に入る
　ことがあります。むせやすい方や高齢の方は特
　にご注意ください。

　前立腺は男性だけにある臓器で、ぼうこうの下で
尿道を取り囲んでいます。前立腺がんは、中高年男
性に多く発生するがんで、早い段階では自覚症状が
出にくく、早期発見のためには検診を受けることが
大切です。ぜひこの機会にお申し込みください。
■とき／11月４日�・12月２日�
■ところ／保健福祉センター
■受付時間（２日間とも）
13：30、14：00、14：30、15：00
■定員／１日100名
■対象者／50歳以上の男性
　＊前立腺検査中の方や前立腺疾患で、現在治療
　中の方はご遠慮ください。引き続き医療機関で
　の受診をお勧めします。
■検診料／300円（この検診は検診料免除はありません）
■検査方法／血液検査で、血液中のＰＳＡ（前立
　腺特異抗原）を測定します。
■申込締切／10月21日�　＊定員に達し次第締切

50歳を過ぎた男性は要注意！

■とき／10月20日�・24日�、11月７日�・10日�
■ところ／なんごく産婦人科（大埇大 甲1648）
■受付時間
14：00、14：30、15：00、15：30、16：00
■対象／20歳以上の市民　■検診料／ 800円
■定員／１日先着20名
■申込締切／10月18日�（10月分）

10月28日�（11月分） 
■申込先／保健福祉センター
※検診のみの対応になります。保険診療はあり
　ません。

65歳～
40歳～64歳

40歳～

20歳～

★

無 料
200円

40歳～ 1000円
無 料
900円

600円

200人

160人

75人

100人

検診項目 対象者 検診料 定員

肺 が ん 検 診

結核・肺がん検診

基 本 健 康 診 査

肝炎ウイルス検査

胃 が ん 検 診

子 宮 頚 が ん 検 診

マンモグラフィ乳房エックス線撮影

　
今
年
度
最
後
の
総
合
健
診
と
な

り
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
、
ま
だ

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
こ

の
機
会
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
万
歩
計
を
つ
け
て
身
近
な
場
所

を
歩
き
、
地
図
上
で
四
国
一
周
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
見
事
四
国
一
周
達
成
さ
れ
た
方

に
は
、
完
歩
賞
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
（
先
着
20
名
ま
で
）

〜
こ
の
秋
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

　
　
　
　
ま
す
ま
す
健
康
に
！
〜

■
と
き
／
11
月
15
日
�

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切
／
10
月
26
日
�

＊
定
員
に
達
し
次
第
締
切

■
申
込
先
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
備
考
／
希
望
検
診
項
目
に
よ
り

　
異
な
り
ま
す
が
、
検
診
は
す
べ

　
て
午
前
中
に
終
わ
り
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
26
日
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
無
料

■
定
員
／
30
名

■
献
立
（
予
定
）

・
さ
さ
み
の
風
味
ピ
カ
タ

・
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

・
な
す
と
み
ょ
う
が
の
ご
ま
和
え

・
パ
イ
ン
か
ん

■
持
参
品
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
こ
ん
な
に
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
の
効
果

・
心
肺
機
能
が
高
ま
る

・
体
脂
肪
を
燃
や
し
肥
満
を
防
ぐ

・
血
圧
が
安
定
す
る

・
骨
や
足
腰
を
丈
夫
に
す
る

・
脳
に
刺
激
を
与
え
る

・
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

　
な
ど

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
対
象
者

　
基
本
健
康
診
査
受
診
者
の
う
ち
、

　
年
度
内
（
平
成
17
年
４
月
１
日

　
〜
平
成
18
年
３
月
31
日
）
の
誕

　
生
日
で
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
に
な
る
方
。
そ
の
他

　
の
方
で
も
条
件
に
よ
り
対
象
と

　
な
り
ま
す
。

＊乳がん検診（マンモグラフィ）は別日程となります。

広報なんこく10月号18



赤ちゃんの運動会をします。
遊びに来てくださいね。

■とき／10月26日� 13：30～15：00
■ところ／保健福祉センター

日

なんごく産婦人科
吉本小児科皮膚科

日 曜 当　番　医 電話

9
864ー2910

川 田 内 科（後免町）

（大埇大 甲）
南国厚生病院16

23
30

10
863ー3030（立　田）
864ー2501

※変更する場合があります。

（大埇大 甲）864ー2465
10／2

日 川本内科クリニック（駅前町）864ー2543
木 北 村 病 院（東　崎）864ー210111／3

小 栗 医 院 865ー8405日
日
月
日

（十　市）

1歳6か月児健診

乳幼児BCG接種

愛の献血

両親教室

（16～
69歳）

9:30～10:30

10:00～11:00

内　　容 対 象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

健康相談

ポリオ

全地区

黒　滝

全地区

全地区

全地区

指定地区

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

全地区

全地区

3歳4か月児健診

４か月児健診

13:00～14:00

育児相談
（集いの広場）

11/ １
10/ ３

10/ 17

木

火

10:00～11:00

9:30～12:30

13:30～15:00
火

火

日本道路公団四国支社高知管理事務所
ＪＡ南国市営農センター

三 和 公 民 館

久 礼 田 体 育 館

十 市 支 所

都築紡績㈱高知工場

高知ヤクルト販売㈱

黒 滝 公 民 館

久礼田

月

木
木
月

月

木

水

火
金

10か月児健診
保健福祉センター

14:30～16:00
9:00～10:00
12:00～13:00

9:30～11:00

13:30～14:10

13:30～14:10

10:00～10:30

13:30～14:10

13:30～14:00

保健福祉センター13:20～15:40

月

月 十 市 支 所
（多世代交流プラザ）

10/ 13

10/ 24

10/ 25

10/ 31

10/ 20
10/ 27

土
水
火10/ ４

10/ 12
10/ 22

10/ ６

10/ ３
10/ ５

10/ ７
10/ 11

金

木10/ 13

10/ ７

14:00～16:00 南 国 厚 生 病 院
高 知 大 医 学 部

㈱㈱ 日 本 ト リ ム

ディーボ（パチンコ店）
11:30～16:00
10:00～16:00
13:00～16:00月

金
日10/ 23

10/ 28
10/ 31

清和女子高等学校9:00～12:00水11/ ２
高知富士通テクノポート14:00～16:30

10/ ４
レントゲン検診
基本健康診査 三　和

☆休日在宅医

　歯と歯ぐきの点検、口の中の健康アドバイスや歯の何でも相
談、入れ歯の定期健診を行います。毎年受診されている方も、
はじめての方もお友達を誘い合ってお申し込みください。
　この健診では、５年間の受診を記録できるカードもお渡しし
ています。記録カードをお持ちの方はご持参ください。歯や口
の中の健康チェックのため年１回の健診を続けましょう。

■とき／11月１日�・２日�・４日�・５日�・
　７日�・８日�・９日�・10日�
＊各歯科医療機関の休診日は除きます
■ところ／市内歯科医療機関
■対象／60歳以上の市民
■料金／無料
■申込方法／希望する日時を歯科医療機関に電話
　でお申し込みください。
■申込締切／10月26日�

歯科医療機関（50音順）

863-6380
863-7811
866-2008
864-1182
863-6468
865-5656
865-8270
864-1121
864-1331
864-2317
880-8033
863-0655
864-0002
864-2365
865-6400

大埇大 甲
小　籠
岡豊町
大埇大 甲
立　田
緑ヶ丘
片　山
物　部
駅前町
駅前町
植　野
上末松
大埇大 甲
大埇大 甲
緑ヶ丘

歯科医療機関名 所在地　電話番号

岩 目 歯 科 医 院

岡　田　歯　科

川添歯科診療所

高 島 歯 科 医 院

立　田　歯　科

寺　村　歯　科

西川歯科診療所

西 村 歯 科 医 院

平和歯科診療所

間 島 歯 科 医 院

南　　歯　　科

みもと歯科医院

森本歯科診療所

米　田　歯　科

永井歯科診療所

①
②
③

子育て支援センターでは、子育て情報
の交換・相談や、親子が自由に遊ぶこと
ができます。

■とき／毎週月・金曜日 ９：30～12：00
■ところ／保健福祉センター
■対象者／南国市内の未就園児とその保護者
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広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

モハマド・フアド・ビン
ジョハリさん　　

（マレーシア）
高知高専留学生

）））新しいことを知る喜び… ）））

食事の合間に、「ハイ・ポーズ」
たくさん食べて大きくなってね。

辻野　こもも  ちゃん（元町）

「私、こもももももも…
　たべてもたべても食べたいの！」
　　　　　食べ過ぎ注意の秋です！

平成16年10月25日生まれ

つじの

出間　優菜  ちゃん（西野田）
平成16年11月16日生まれ

いずま　　  ゆうな

　おかげさまで、このコー
ナーへの応募が大変多くな
りました。来年２月号まで
掲載予定の赤ちゃんが決ま
っていますので、募集を一
時停止しています。11月号
から再募集の予定です。

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

高知自動車道
南国I.C.

入 130,291台
出 130,471台　

高知空港
出発 76,010人
到着 79,606人

《８月分》
有権者 40,752人（男 19,100人・女 21,652人）

《平成17年９月11日現在》

あ
と

が

き

　
「
ち
っ
く
と
ご
め
ん
」
の
取

材
は
、
日
本
語
が
話
せ
な
い
方

も
い
る
の
で
、
英
語
が
堪
能
な

広
報
委
員
と
一
緒
で
す
。

　
外
国
人
の
方
で
も
日
本
語
が

流
ち
ょ
う
な
方
も
い
ま
す
が
、

話
せ
な
い
方
の
場
合
は
英
語
で

の
や
り
と
り
で
す
。
隣
で
必
死

に
理
解
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、

話
の
半
分
ほ
ど
し
か
聞
き
取
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
度
に
勉
強
し
な

く
て
は
と
思
い
ま
す
が
、
実
行

に
移
せ
ず
に
い
ま
す
。  

（
Ｋ
）

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
面
し
た
マ

レ
ー
シ
ア
の
ク
ラ
ン
の
近
く
か

ら
３
年
半
前
に
来
日
し
ま
し

た
。
そ
の
時
、
桜
の
花
が
満
開

で
日
本
は
き
れ
い
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

１
年
間
の
東
京
で
の
日
本
語

研
修
は
、
同
国
出
身
の
友
達
も

多
く
、
大
使
館
も
近
い
こ
と
か

ら
と
て
も
安
心
で
し
た
。
そ
の

後
一
人
で
高
知
に
来
た
と
き

は
、
土
佐
弁
が
標
準
語
と
違
う

の
で
少
し
不
安
で
し
た
が
今
は

す
っ
か
り
慣
れ
ま
し
た
。
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
機
械
が
好
き
で
、

機
械
科
で
学
ん
で
い
ま
す
。
授

業
で
新
し
い
こ
と
を
習
え
る
の

が
う
れ
し
く
て
本
当
に
楽
し
い

で
す
。
こ
の
夏
に
は
、
愛
知
県

に
あ
る
プ
レ
ス
や
旋
盤
を
使
う

工
場
で
実
習
を
し
ま
し
た
が
、

す
ば
ら
し
い
設
備
に
感
心
し
ま

し
た
。
愛
知
万
博
に
も
行
く
こ

と
が
で
き
、
本
当
に
楽
し
か
っ

た
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
マ
レ
ー
系
、

中
国
系
、
イ
ン
ド
系
と
い
っ
た

多
民
族
か
ら
な
る
国
家
で
す
。

私
た
ち
マ
レ
ー
族
の
宗
教
は
イ

ス
ラ
ム
教
で
守
る
べ
き
決
ま
り

も
多
い
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
に

来
る
前
に
心
構
え
を
し
て
い
た

の
で
、（
食
材
の
関
係
で
）
日

本
の
カ
レ
ー
を
食
べ
ら
れ
な
く

て
も
、
お
酒
が
飲
め
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
。
特
別
に
注
文
し

た
材
料
で
マ
レ
ー
シ
ア
風
の
カ

レ
ー
を
よ
く
作
り
ま
す
が
、
ス

パ
イ
ス
が
効
い
て
と
て
も
辛
い

の
が
特
徴
で
す
。

ラ
マ
ダ
ン
（
断
食
）
明
け
の

大
祭
日
ハ
リ
・
ラ
ヤ
の
祭
り
で

は
、
家
族
や
親
戚
が
集
ま
り
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
日
本
の
お
正
月

の
よ
う
な
感
じ
で
す
。
帰
国
し

て
友
達
に
会
う
と
、
自
分
で
は

気
づ
き
ま
せ
ん
が
、「
少
し
変

わ
っ
た
な
あ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

知
ら
な
い
う
ち

に
日
本
の
文
化

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
に
影
響

を
受
け
て
い
る

の
で
し
ょ
う
ね
。

面 積 １２５.３５�

人 口 50,746人（＋ 24）外国人登録者数 312人（＋ 6）
男 24,316人（－ １） 男 145人（＋ 1）
女 26,430人（＋ 25） 女 167人（＋ 5）

世帯数 20,895世帯 （＋ 22） 登 録 国 籍 数 33カ国
（ ）内は前月比 《平成17年８月31日現在》

出生数　 53人〔男 25人・女 28人〕《８月分》

広
報
な
ん
こ
く

広
報
な
ん
こ
く

〒
７
８
３

７
８
３
ー８
５
０
１

８
５
０
１
　
南
国
市
大
埇
甲
２
３
０
１

�
８
６
３
ー
２
１
１
１
　
�
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